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私たちの理念「一視同仁」

11月22日

大阪府知事・市長
の

ダブル選挙

難
し
か
っ
た
医
療
的
依
存
度
の
高

い
方
、
終
末
期
の
方
、
退
院
直
後

で
病
状
不
安
定
な
方
の
利
用
が
可

能
で
す
。
利
用
者
さ
ん
の
状
況
に

応
じ
た
訪
問
看
護
、
介
護
、
泊
ま

り
、
通
い
の
利
用
も
可
能
で
す
。

ま
た
訪
問
看
護
は
自
宅
だ
け
で
な

く
、
他
施
設
入
所
の
方
へ
の
訪
問

看
護
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

開
所
当
初
よ
り
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
た
90
歳
代
の
女
性
は
「
入

院
や
他
施
設
は
、
絶
対
嫌
！
ひ
ま

わ
り
が
い
い
」
と
い
わ
れ
、
出
来

る
限
り
在
宅
生
活
が
継
続
で
き
る

よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
行
い
ま

し
た
。
最
期
は
、
ご
家
族
、

馴
染
み
の
ス
タ
ッ
フ
に
見
守

ら
れ
て
の
看
取
り
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
後
日
、

ご
家
族
か
ら
「
ひ
ま
わ
り
で

よ
か
っ
た
」
と
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ス
タ
ッ
フ
一
同

励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ご

質
問
な
ど
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

同仁会グループ同仁会グループ

事業所だより事業所だよりこんにちは！こんにちは！
16

す
る
複
合
型
施
設
と
し
て

２
年
を
迎
え
ま
す
。
看
護

師
が
常
駐
し
て
い
る
た

め
、
従
来
の
小
規
模
多
機

能
施
設
で
は
受
け
入
れ
の

　

社
会
福
祉
法
人
『
ひ
ま
わ
り
の

里 

鳳
』は
、鳳
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
道

路
向
か
い
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ひ

ま
わ
り
の
家 

鳳
」
の
２
階
に
あ

り
ま
す
。「
通
所
介
護
（
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
）」
を
中
心
に
利
用
し
な

が
ら
必
要
に
応
じ
て
「
泊
ま
り

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）」
や
「
訪

問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
）」「
訪
問
看

護
」
を
24
時
間
３
６
５
日
で
提
供

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す

　

大
阪
府
知
事
・
大
阪
市
長
ダ
ブ
ル
選
挙
が
、
11
月
22
日
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。

橋
下
大
阪
市
長
は
、
今
年
５
月
の
住
民
投
票
で
「
ノ
ー
」
が
審
判
が
下
っ
た
「
大

阪
都
構
想
」
を
、
再
び
争
点
と
す
る
こ
と
を
公
言
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
ダ
ブ
ル

選
挙
は
、「
こ
れ
以
上
、
維
新
政
治
を
続
け
る
の
か
、
終
止
符
を
打
つ
の
か
」
が

問
わ
れ
る
選
挙
と
な
り
ま
す
。

否
決
さ
れ
た

〝
大
阪
都
構
想
〞再
び

　

大
阪
市
や
堺
市
を
つ
ぶ
し
て
権
限
も

財
源
も
「
都
（
府
）」
に
集
中
し
て
、

「
カ
ジ
ノ
や
大
型
開
発
に
投
入
す
る
」

「
一
人
の
指
揮
官
で
や
り
た
い
放
題
の

独
裁
体
制
を
つ
く
り
た
い
」、
と
い
う

の
が
「
大
阪
都
構
想
」
で
す
。

　

大
阪
で
大
阪
維
新
政
治
に
終
止
符
を

打
つ
こ
と
は
、
戦
争
法
廃
止
の
共
同
の

た
た
か
い
を
前
進
さ
せ
る
う
え
で
も
重

要
で
す
。
安
倍
首
相
は
「
改
憲
」
に
む

け
て
、
橋
下
「
維
新
」
を
同
盟
者
と
し

て
期
待
し
て
い
ま
す
。
橋
下
市
長
は
、

戦
争
法
反
対
の
運
動
を
誹ひ

謗ぼ
う

す
る
発
言

を
す
る
と
と
も
に
、
野
党
共
闘
が
広
が

る
中
で
新
党
を
立
ち
上
げ
、
綱
領
に
憲

法
「
改
正
」
を
明
記
す
る
な
ど
、
安
倍

政
権
と
の
連
携
を
強
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
安
倍
政
権
の
別
動
隊
と
し
て
、

野
党
の
分
断
を
画
策
す
る
橋
下
「
維

新
」
政
治
に
、
大
阪
で
終
止
符
を
打
つ

こ
と
は
、
日
本
の
政
治
の
新
し
い
流
れ

を
つ
く
る
う
え
で
と
て
も
重
要
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
再
び
「
大
阪
都
構
想

ノ
ー
」「
大
阪
維
新
政
治
ノ
ー
」
の
審

判
を
下
し
ま
し
ょ
う
。

府
民
の
く
ら
し

顧
み
な
い
維
新
政
治

　

維
新
政
治
８
年
間
で
、
大
阪
の
く
ら

し
も
経
済
も
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
（
左

図
）。
賃
金
、
家
計
消
費
の
低
下
は
全

国
平
均
以
上
で
す
。
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
は
、
多
く
の
市
町
村
の
努
力
で
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
松
井
府
政

は
、
小
学
校
入
学
ま
で
引
き
上
げ
た
も

の
の
、
所
得
制
限
付
き
。
全
国
で
も
最

低
水
準
で
す
。

ま
と
も
な
政
治
を

取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス

　

私
た
ち
は
こ
の
間
の
「
戦
争
法
廃

案
」
の
共
同
の
た
た
か
い
の
中
で
、
声

を
上
げ
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し

た
。
22
日
投
票
の
ダ
ブ
ル
選
挙
は
、
戦

争
法
撤
回
の
声
を
上
げ
、
地
方
自
治
と

民
主
主
義
、
そ
し
て
ま
と
も
な
府
政
・

市
政
を
取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

職
員
の
み
な
さ
ん
、
友
の
会
会
員
の

み
な
さ
ん
、
選
挙
の
大
切
さ
や
争
点
を

学
び
、
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
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各県独自の子ども医療費
助成制度・通院（2015年度）

東京 中学校卒業

兵庫 中学校卒業

大阪 小学校入学前

京都 小学校卒業

雇用と
くらし

防災と
安全

教育

子ども
医療費
助成

全国最悪の
落ちこみ

“都構想” 大阪 維新政治に

再びＮＯの審判を
旧WTCへの
府庁移転に固執
カジノ導入に躍起

減る教育予算
「少人数学級」に
努力せず

全国最低クラス
ほとんど市町村の
努力で

維
新
府
政
の
８
年
間
で
大
阪
が
ピ
ン
チ

明るい民主府政をつくる会発行「明るい民主府政 第790号」より
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なごやかに過ごされる利用者さんとスタッフ

自宅泊まり
（９人まで）

通い
（15人まで）

訪問看護

訪問介護


